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　  １　　高齢化率の推移

注１　全国値の昭和４５年～平成２２年は国勢調査、平成２７年～４２年は国立社会保障・人口問題研究所の中位推計による。

注２　県数値の昭和４５年～６０年は国勢調査、平成２年及び７年は老人福祉基礎調査、平成１２年～２２年は国勢調査、

　　平成２７年は高齢者福祉基礎調査、平成３２年～４２年は国立社会保障・人口問題研究所の中位推計による。
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２  道路上における死に至る危険性 

 

 

厚生労働省の「人口動態統計」によれば、平成２５年中の「不慮の事故」（転倒・転落、不

慮の溺死、不慮の窒息、火災、交通事故等）による死亡数は３万９，５７４人である。 

このうち、道路交通事故による死亡数（事故発生後１年を超えて死亡した者及び後遺症に

より死亡した者の数を除く。）は６，０６０人である。 

一方、平成２６年の内閣府調査によると、１日のうちの道路上にいる平均時間が１時間４８

分であり、これらにより、道路上にいる時間とその他の時間（自宅や職場等にいる時間）の単

位時間当たりの死者数を比較すると、次のようになる。 

前回計画時の数値に比べ、道路上の危険は相対的に低下しているものの、その危険性

は相変わらず高いものとなっている。 

 

 

不慮の事故による死亡数 総数 ３９，５７４人 

道路交通事故による死亡数    ６，０６０人 

 

 

＝ 

６，０６０人 

＝ ２．２倍 
＜道路上の危険＞ １時間４８分 

＜道路以外の危険＞ （３９，５７４人－６，０６０人） 

 （２４時間－１時間４８分） 

 

なお、睡眠時間７時間１４分（１０歳以上、平日の値、NHK 放送文化研究所「国民生活時間報告書」 

Ｈ２３年）を道路以外の生活場所で過ごす時間から除いた場合では、 

 

 

＝ 

６，０６０人 

＝ １．５倍 
＜道路上の危険＞ １時間４８分 

＜睡眠を除いた （３９，５７４人－６，０６０人） 

道路以外の危険＞ （２４時間－１時間４８分－７時間１４分） 
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３  道路交通事故による経済的損失 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 内閣府の「交通事故の被害・損失の経済的分析に関する調査研究」（平成２４年３月）による

と、道路交通事故による経済的損失は、６兆３，３４０億円と算定された。 

 これは、１年間の交通事故によって生じる損失のうち、金銭的損失である医療費、慰謝料、逸

失利益等の人的損失、車両・構築物の修理費等の物的損失、交通事故に係る救急搬送費

用、警察の事故処理費用、裁判費用、保険運営費用、渋滞の損失等に加え、交通事故による

痛み、苦しみ、生活の喜びを享受できなくなることなどの非金銭的損失を交通事故による損失

と捉え、このうち死傷損失について算定したものである。 

＜交通事故による経済的損失＞ 

 損失額（十億円） 

金銭的損失 

 人的損失 １，３５９ 

物的損失 １，７１１ 

事業主体の損失 ８１ 

各種公的機関等の損

失 

８２８ 

非金銭的損失 

 死傷損失 ２，３５５ 

合計     ６，３３４ 

  

本調査研究は平成２１年度時点のデータに基づき算定。なお、「死亡損失」の算定において

は、厚生統計における平成２１年の交通事故による死者数（７，０８６人）を使用し、「負傷損失」

の算定においては、平成２１年の保険・共済関連統計から推計した負傷者数を使用した。 
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平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年

1,444 1,632 1,577 1,612 1,659 1,557 1,606 1,417 1,358 1,356

7,082 6,992 6,477 6,493 6,283 5,950 6,015 5,067 4,514 4,621

20% 23% 24% 25% 26% 26% 27% 28% 30% 29%

26 26 26 13 22 24 20 21 23 13

61 52 50 38 49 39 40 38 49 33

43% 50% 52% 34% 45% 62% 50% 55% 47% 39%

1,051 1,208 1,136 1,115 1,088 1,064 1,059 937 881 873

9,387 9,275 8,506 8,640 8,225 7,872 8,016 6,731 5,934 6,084

11% 13% 13% 13% 13% 14% 13% 14% 15% 14%

平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年

山梨 91.6 95.2 96.3 96.9 97.7 98.5 98.5 97.9 98.3 98.8

全国 93.8 95.0 95.9 96.6 97.3 97.5 97.7 98.0 98.2 98.4

38 26 20 24 17 12 13 26 24 15

山梨 49.0 50.0 51.5 61.5 66.0 57.8 47.4 56.0 48.6 59.6

全国 49.4 46.9 50.2 54.8 56.8 57.0 58.8 60.2 61.9 62.7

24 17 19 11 10 27 39 31 43 31

　４　　高齢者（６５歳以上）の交通事故の推移

注１　山梨県警察本部資料　

発生件数（高齢者：件）

発生件数（全年齢：件）

高齢者／全年齢

注２　第１当事者、第２当事者にかかわらず、高齢者が当事者となった事故全ての事故を集計

死者数（高齢者：人）

負傷者数（高齢者：人）

負傷者数（全年齢：人）

高齢者／全年齢

シートベルト
   着用率（％）

死者数（全年齢：人）

高齢者／全年齢

　５　　シートベルト、チャイルドシートの着用状況の推移

全国順位

チャイルドシート
着用率（％）

全国順位

注１　シートベルト着用率は、運転席のみ

注２　山梨県警察本部資料

注３　（一社）日本自動車連盟（警察との合同）の全国調査
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　６ 本県の社会資本の整備水準

地すべり危険箇所概成率

山地災害危険地区着手率

河川整備率

生活排水クリーン処理率

森林1haあたりの整備済み林内路網延長
(H26.3)

注　「山梨県社会資本整備重点計画-第三次-」資料

下水道、農業集落排水事業、浄化槽の整備済
み人口割合
(H27.3)

時間雨量50mm程度の降雨でも氾濫しない河川
延長の割合
(H27.3)

急傾斜地崩壊危険箇所概成率

国県道改良率

街路整備率

農道整備率

林内路網密度

土石流危険渓流概成率
土石流が発生する恐れのある渓流のうち、施
設整備により安全が確保された箇所の割合
(H22.3)

崩壊する危険のある急傾斜地のうち、施設整
備により安全が確保された箇所の割合
(H22.3)

地すべり危険箇所のうち、施設整備により目標
安全率を満足した箇所の割合
(H22.3)

山地災害の恐れがある箇所（山地災害危険地
区）のうち、整備に着手した箇所の割合
(H26.3)

規格に適合し整備した道路延長のうち、車道幅
員5.5m以上の道路の実延長に占める割合
(H25.4)

都市計画決定された人口集中地区の道路延長
のうち、一般の用に供している道路延長の割合
(H25.3)

幅員4.0m以上の農道のうち、整備済み延長の
割合
(H25.8)
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左記の定義による全国調査なし


